
吉田忠生先生を偲んで

　北海道大学名誉教授吉田忠生先生は，2024年 11月 11日に
ご逝去されました。享年 92（満 91歳）でした。吉田先生は
1933年 7月 3日福岡県戸畑市に生まれ，九州大学理学部生物
学科を卒業後，同大学大学院農学研究科に進学され，1962年
6月に同研究科博士課程を単位取得退学，同年 7月には九州
大学農学部助手に任ぜられ，同年 8月に東北区水産研究所に
農林技官として転出されました。その後，1968年 1月に北海
道大学理学部助教授に転任されました。1986年 4月には同教
授に昇任され，以後 7年間生物学科植物分類学講座を担当さ
れ，1993年 4月には生物学科の改組によって生物科学専攻系
統進化学講座に所属となり，1995年 4月には大学院重点化に
伴い，大学院理学研究科に配置換になり，1997年 3月 31日
停年により退職されました。学会関係では，日本藻類学会会
長，「藻類」編集委員長・編集委員，日本藻類学会評議員，日
本植物学会評議員・北海道支部長，国際藻類学会大会組織委員，
国際植物命名規約委員会藻類小委員会委員等を歴任されまし
た。また，自然環境保全基礎調査検討会委員，絶滅の恐れの
ある野生生物の選定評価検討会委員を務め，レッドデータブッ
クや稀少水生植物についての基礎資料の収集と評価に努めら
れました。2016年には，藻類学の発展への多大なる貢献が認
められ，日本藻類学会学術賞（山田賞）を受賞されました。
先生のご研究のあゆみについては，藻類に掲載されたシリー

ズ最終講義「私の海藻研究」（藻類 48: 21–26）に自ら語られ
ています。また，先生のご研究業績につきましては，後ろに
記しています。先生のご研究の紹介については，そちらをご
覧いただくこととして，ここでは，先生を偲んで，断片的で
はありますが，思い出話をさせていただきます。
　私は，北海道大学理学部での学生時代から，学生として，
また，職場の部下として，大学の研究室で吉田先生と過ごさ
せていただきました。先生は，物静かな佇まいで，お話しす
るときも穏やかでしたが，研究については，これはこうだよ
ねと頭脳明晰という感じでした。私が学部生の時は，植物分
類学講座の教授は黒木宗尚先生で，助教授の吉田先生は陸上
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吉田忠生先生教授室にて（1996年）．

吉田忠生先生と舘脇正和先生．阿寒湖でのマリモ調査（1989年 8月，
写真提供：北山太樹氏）．

還暦のお祝いを受ける吉田忠生先生．右は奥様の明子さん（1993年
11月 13日）．
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植物の系統分類の講義と実習をされていました。ですので，
私は吉田先生から藻類の講義は受けていません。
　植物分類学講座では，年に一度，教授のお宅にお邪魔する
のが恒例でした。吉田先生が教授になられてからは，吉田先
生が学生をご自宅に招待されていました。吉田先生のお宅で
驚いたのは，先生は芸術を嗜まれていて，ご自宅には先生が
描かれた油絵が掛けてあったり，先生によるチェロの演奏を
聞かせていただいたりしたことでした。
　吉田先生は，学生に研究内容について細かな指導はされな
い方でしたが，勉強会を主催してくださることがありました。
一つは，国際植物命名規約の勉強会で，英文の規約を分担し
て内容解説し，日本語訳を作っていくというものでした。先
生は，国際植物命名規約で勉強されたことを惜しみなく教え
てくださいました。また，フランス語の勉強会もありました。
その頃はまだ学名の原記載で英語以外の言語を読まなければ
ならないこともあり，フランスへ留学されたこともある吉田
先生がフランス語の基礎を教えてくださいました。
　講座では，お昼にお弁当を持ち寄り，テーブルを囲んで食
事をしていました。その頃のメンバーは，吉田先生・川井浩
史先生・小亀，その後，吉田先生・堀口健雄先生・小亀でし
たでしょうか。先に紹介した，吉田先生の最終講義「私の海

藻研究」に，「私の所属した水産学第 2講座では毎日昼食時に
全員が集まり，テーブルを囲んで昼食をとり，博識な内田教
授のお話を聞くのが恒例となっていました」とあり，これを
読んだ時に，そう言えば，吉田先生がお昼に集まって食事す
ることを始めたのは，これを意識してのことかも知れないと
気がつきました。
　植物分類学教室が行っていた阿寒湖のマリモ調査も，吉田
先生を思い出す良い思い出です。何年もの期間にわたったこ
の調査には，吉田先生の他，山田家正先生，榎本幸人先生，
横浜康継先生，舘脇正和先生，川井浩史先生，堀口健雄先生，
若菜勇さん，北山太樹さん，長尾学さんらが関わっていまし
た。吉田先生はスキンダイビングで調査され，水草の同定も
されていました。当時学生だった私も，お手伝いで連れて行っ
てもらいましたが，船の上であまり役に立たないお手伝いで
した。
　榎本幸人先生が中心となり，北大から吉田先生，増田道夫
先生，川井浩史先生が参加した「瀬戸内海海藻調査」は，神
戸大学調査実習船おのころで瀬戸内海を巡り，海藻を採集し
て押し葉標本を作成し，エキシカータとして世界の主要な海
藻研究施設に送るという壮大な事業でした。神戸大学岩屋臨
海実験所（当時）のスタッフである中野有さん，牛原康博さん，
井口博夫先生，また，大葉英雄先生，鰺坂哲朗先生，川口栄
男先生，奥田一雄先生，馬場将輔さん，新井章吾さん，二宮
早由子さん，北山太樹さん，松本正喜さん，阿部剛史先生，
平岡雅規先生，山岸幸正先生らの他にも多くの方々が調査協
力していました。吉田先生は自らスキンダイビングで海藻を
採集され，榎本先生らと種分けし同定して処理されていまし
た。調査が始まったころ私はまだ学生で，マリモ調査と同様に，
普通では得難い貴重な体験をさせていただきましたことを感
謝しています。
　吉田先生は，教授室に顕微鏡を持っていて，そのためか，
先生が研究されている様子は目にすることは多くはなかった

日本藻類学会学術賞（山田賞）を受賞し，お言葉を述べている吉田先
生（2016年 3月 15日，日本歯科大学での第 40回日本藻類学会大会，
写真提供：寺田竜太氏）．

川口栄男先生（右），寺田竜太先生（左）とのお写真（2016年 12月
17日）．吉田先生は退職後しばらくして，札幌近郊から故郷の福岡へ
引っ越され，その後，九州大学の川口先生，鹿児島大学の寺田先生と
の共同研究が増えていました．この日，吉田先生は所蔵する文献をお
二人に譲られました（お話・写真提供：寺田竜太氏）．



25

のですが，標本室で押し葉標本を作られているところや押し
葉標本を観察されたり，整理されているところは，よく拝見
していて，そこで教えていただくことは多かったです。標本
室の未整理標本を整理してラベルを付けたり，作製した押し
葉標本を台紙に貼り，ラベルを書いて作業をされていた姿が
思い出されます。
　吉田先生が日本の海藻類への正しい学名の適用に貢献され
たことは，広く知られていると思います。先生は，海藻類の
学名のカードと文献カードを毎日のようにこつこつとタイピ
ングしたり，書いたりしていました。例えば，新しい学名が
発表されるとその学名のカードを作り，関連する学名カード
にも記入し，また，文献カードも作っていました。海藻類の
学名について調べる時は，それらのカードを見ると大方状況
が分かるという大変充実したものでした。このような学名や
文献情報の収集・整理は，海藻類の学名に関する論文や分類
学的論文のみならず，日本産海藻目録の作成，そして，大著

新日本海藻誌の完成に結実したのだと思います。日々の小さ
な仕事の積み重ねにより，大きな仕事を成し遂げたことは，
いかにも吉田先生であると私は思うのです。
　私が最後に吉田先生にお会いしたのは，先生が日本藻類学
会学術賞を受賞された，2016年 3月の日本歯科大学での藻類
学会大会でした。恩返しらしいことは結局できませんでした
が，吉田先生から教わったことを思い出しながら努力を続け
たいと思います。
　吉田先生にお世話になられた方々，吉田先生との思い出を
沢山お持ちの方々が多くいらっしゃることは存じていますが，
僭越ながら偲ぶ想いを綴らせていただきました。また，写真，
情報提供をいただきました，川口栄男先生，北山太樹先生，
寺田竜太先生，島袋寛盛先生にお礼申し上げます。
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Yoshidaphycus ciliatus (Okamura) Mikami（ヒゲムラサキ）．吉田先生
のお名前が献名された学名には，他に Sargassum yoshidae G.C.Trono
（和名なし，フィリピンに産する），Gelidium yoshidae G.H.Boo & 
R.Terada（ユイキリ）があります（写真・学名の情報ともに寺田竜太
氏より）．
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